








　血管性認知症は、脳梗塞、脳出血など脳卒中が原因で起こる認知症であり、若年性認知症の
原因で起こる認知症であり、若年性認知症の原因疾患の中では最も多く、約４０％とされて
います。脳卒中の原因のうち、脳出血とくも膜下出血をあわせると、約５５％となります。血
管性認知症では、脳血管障害の再発予防が大切であり、糖尿病、高血圧、高脂血症などになら
ないよう予防すること、すでにかかっている場合は、それらの治療も必要です。

【血管性認知症への対応】
　手足の麻痺やしゃべりにくいなどの症状がある場合は、適切な環境でリハビリテーション
を行い、日常生活でも転倒しないよう注意します。

　血管性認知症では言葉が出にくい反面、人格は保たれており、相手の話は理解できる場合
が多く（感覚性失語症ではできない）、何気ない言葉が本人のプライドを傷つけ、介護者との
間に溝ができてしまうこともあるので、できるだけ本人の人格を尊重し、丁寧に対応するこ
とが大切です。
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